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若者・若手職員ワークショップの概要

令和５年９月 宮崎市総合政策部企画政策課

Miyazaki One Link Meeting
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１ ワークショップの全体像 P３

◼ 名称

Ｍiyazaki One Link Meeting （通称 Ｍ-Link）

◼ 実施目的

未来を担う若者に、将来の都市像、目指すべき姿、まちづくりの方向性、課題解決に向けたアイデア等を自由に議論

してもらい、第六次宮崎市総合計画への反映を図る。

◼ 実施日時・場所

（１）第１回 令和５年８月31日（木）14：00～16：30 ＠宮崎市民プラザ ４階 大会議室

（２）第２回 令和５年９月12日（火）14：00～16：30 ＠宮崎市民プラザ ４階 ギャラリー

◼ 実施手法

・ 参加者を６、７名程度の班に分かれてワークショップ形式にて実施。

・ 全体進行は策定支援業務委託事業者（三菱UFJリサーチ＆コンサルティング２名）、各班の司会・進行（ファシ

リテーター）は企画政策課職員等が担当。

・ 議論をリアルタイムに可視化、参加者全体に共有するため、グラフィックレコーディング※１を導入。

※１ ノウハウを有する本市職員に協力を依頼。

◼ 参加者

合計49名※２（若手職員20名、大学生29名※３）

※２ 参加者名簿上の人数であり、各回の当日に体調不良等で欠席となった者も含む。

※３ 大学別内訳は、宮崎大学10名、宮崎公立大学19名。



２ 第１回 P４

◼ 概要

（１）各班に分かれて「理想とする10年後の宮崎市」についてアイデア出しを行う。

（２）アイデアを元に、各班が「理想とする宮崎市の将来都市像」をまとめ、発表する。



２ 第１回（当日の流れ） P５

導入
アイス
ブレイク

ワーク①
（意見発散）

ワーク②
（意見収束）

全体共有
グラレコ
共有

・ 趣旨説明

・ 市長から若者
 へのメッセージ

     動画

・ 総合計画に関す
 る基本事項およ
 び本市の現状
（基礎データ）
 の説明

・「10年後の私の
自己紹介」

→「10年後の理想
の宮崎の姿を描
く」というワー
クショップの
ゴールに向けて、
10年後の自分を
想像した自己紹
介をする。

・「10年後の宮崎
はどんな街になっ
ていてほしいか」

→上記のテーマに
対し、参加者が
自由なアイデア
を模造紙に張り
付ける。

・ 理想とする宮崎
 の将来都市像
（「●●な都
 市 」宮崎）を
 各班でまとめ、
 発表用の資料を

     作る。

・ 班ごとに、ワー
 ク②でまとめた
 意見を全体に共

     有する。

・ 参加者が作業す
 る様子や発表内

     容をグフィック
 レコーディング
 の手法を用いて

     記録し、参加者
     へ共有する。



◼ ワーク②「理想とする宮崎の将来都市像（「●●な都市 」宮崎）」

・上記をテーマに、自由にアイデア出しを行う。

・ファシリテーターは初めに３分程度、参加者が考える時間

（付箋に意見を書いてもらう時間）を取る。

・その後、一人ひとり意見を発表してもらう。

２ 第１回（ワークの具体的な内容） P６

◼  ワーク①「10年後の宮崎はどんなまちになっていてほしいか」

・ワーク①で集まった意見を発表用資料（模造紙）に集約し、

班ごとに発表する。

→各班の発表内容を、六次総（基本構想部分）の策定の参考とする。



ワーク②「理想とする宮崎の将来都市像（「●●な都市 」宮崎）」

ワーク①「10年後の宮崎はどんな街になっていてほしいか」

２ 第１回（参加者の主な意見） P７

◼  参加者からは以下のような意見（アイデア）が出された。

・誰一人困らないまち宮崎

・誰もが”ハッピー”を掴めるまち

・自慢できるまち宮崎

～安心・楽しい・住み続けたい・訪れたい・宮崎サイコー！～

・注目され選ばれるまち みやざき

・未来への希望が持てるまち～宮崎温暖化～

・住みやすい自治体ランキング優勝しちゃいました 宮崎市

・ずっといたい あたたかい都市 宮崎

子どもが
たくさん
参加できる
イベント
がある

どこにも
負けない
テーマパー
クがある

若者が多く
住んでいる

県外との
行き来が
しやすい

健康に
暮らせる
まち

食を楽しめ
るまち

～目指せ北
海道打破～

今と同じよ
うに、心優
しい人がた
くさんいる

宮崎に
いながら
やりたい
仕事が
できる

災害に
強く、

備えが万全

給与(時給)
がめっちゃ
上がる

国際色豊か
なまち

観光客が
たくさん
訪れたい
と思う町

仕事の
選択肢が
溢れている

空飛ぶ車が
走っている

隣近所の人
と仲良し

フェスを
たくさん
やる！



２ 第１回（グラフィックレコーディング） P８

（作者 都市戦略課 小川主任主事）



２ 第１回（当日の様子） P９



２ 第１回（参考：当日資料） P10

■ タイムテーブル■ 次第

■ 席次表



２ 第１回（参考：当日資料） P11

■ 導入資料
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２ 第１回（参考：当日資料） P12



２ 第１回（参考：当日資料） P13



３ 第２回 P14

◼ 概要

（１）各班に分かれて「10年後の宮崎市でどんなことが実現してほしいか」アイデア出しを行う。

（２）アイデアを元に「10年後に実現してほしいこと」と「そのためにできること」をまとめ、

発表する。



◼ ワーク②「10年後に実現してほしいこと、そのためにできること（誰が/何を）」

３ 第２回（ワークの具体的な内容） P15

◼  ワーク①「10年後の宮崎市でどんなことが実現してほしいか」

・ワーク①で集まった意見を踏まえ、各分野について、

「10年後に実現してほしいこと」と「そのために誰が何をできるのか」

を発表用資料（模造紙）に集約し、班ごとに発表する。

・事前に３つの分野

分野１：経済・産業・都市基盤

分野２：福祉・医療・共生社会

分野３：子育て・教育・環境

を設定、各班を各分野に振り分ける（１分野２班、合計６班）。

・各班で、担当分野に沿って、本市で実現してほしいことについて、

アイデア出しを行う。

（第１回目終了後のアンケートにて、事前に参加者に希望する分野を確認。）

・ファシリテーターは初めに５～10分程度、参加者が考える時間（付箋

に意見を書いてもらう時間）を取る。

・その後、一人ひとり意見を発表してもらう。



ワーク②「10年後に実現してほしいこと、そのためにできること（誰が/何を）」

ワーク①「10年後の宮崎市でどんなことが実現してほしいか」

３ 第２回（参加者の主な意見） P16

◼  参加者からは以下のような意見（アイデア）が出された。

例：子育て・教育・環境分野

「10年後に実現してほしいこと」

・みんなが学べて多様な進路のあるまち

・経済的に安定して子育てができる

「そのためにできること」

・企業と大学が連携して多様な学びができるまちにする

・行政が制度を充実させる。 →詳細は「まとめ」Ｐ19に掲載

最低賃金up

交通
インフラを
整えて生活
しやすい街
を目指す

１人暮らし
の高齢者を
一人にしな

い

自然・グル
メ以外の観
光スポット
（例：遊園地、
水族館）

女性が活躍
できる場が
増えて
ほしい

子どもがの
びのび暮ら
せる・過ご
せる校則

脱！肥満率
上位

ふるさと
納税日本一

どこでも
Wi－Fi

新幹線・
地下鉄

職業体験
施設

チキン南蛮
を超える
「宮崎と言
えば」の食
べ物の誕生

土日や夜間
も病院を受
診しやすい

外国人も
働きやすい

まち



３ 第２回（グラフィックレコーディング） P17

（作者 都市戦略課 小川主任主事）



３ 第２回（当日の様子） P18



４ まとめ P19

◼ 「将来都市像」と具体的な「こうなってほしい」姿（班別）

班 理想とする10年後の将来都市像 具体的な「こうなってほしい」まちの姿

１班 誰一人困らないまち宮崎

・遊びに行きたくなるようなまち ・子どもが伸び伸び育つまち

・室内私生活が豊かなまち ・車の要らないまち

・心落ち着く防災のまち

２班 誰もがハッピーをつかめるまち 宮崎

・飽きないまち

・特別感のあるまち

・幸せあふれるまち

３班
自慢できるまち 宮崎

～安心・楽しい・住み続けたい・訪れたい・宮崎サイコー～

・大型商業施設や観光地がある、楽しめるまち

・交通手段が豊富でどこにでも行けるまち ・どの学生も活躍できるまち

・働きたい人がストレスなく働けるまち ・安心して暮らせるまち

４班 注目され選ばれるまち みやざき

・就職先として選ばれるまち ・観光客から選ばれるまち

・子育て先として選ばれるまち

・避難先として選ばれるまち

５班 未来への希望がもてるまち 宮崎 ～宮崎温暖化～

・都会を取り入れた洗練されたまち

・全ての若者が希望や夢を持って挑戦できるまち

・観光客や新幹線で来られるまち ・働く選択肢があふれるまち

６班
住みやすい自治体ランキング優勝しちゃいました

 宮崎市

・食を楽しめるまち ～目指せ北海道打破 食と言ったら宮崎～

・市外や県外の人々が定期的に訪れたくなるまち

・全市民が安心して暮らせる１つに繋がったまち ・健康に暮らせるまち

・ネットショッピングいらずの充実したまち・屋内外楽しめる～PLAYミヤザキ～

７班 ずっといたい、あたたかい都市 宮崎

・宮崎Loverを増やす

・育ちやすいまち ・みんなでアゲアゲなまち

・誰でも移動しやすいまち ・フレンドリーなまち



４ まとめ P20

◼ 具体的な「こうなってほしい」姿（分野別）

→各班から挙がった具体的な「こうなってほしい」姿を、大きく９つの分野に分類（次ページに対応表を掲載）。
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分野別内訳（全32件）

・分野は幅広となっている。

・特に「遊びに行きたくなるようなまち」等、

観光・商工・都市魅力に関心が高い傾向がある。



４ まとめ P21

◼ 具体的な「こうなってほしい」姿（分野別）

分野 具体的な「こうなってほしい」まちの姿

観光・商工・都市魅力

・遊びに行きたくなるようなまち ・飽きないまち

・特別感のあるまち ・大型商業施設や観光地がある、楽しめるまち

・観光客から選ばれるまち ・都会を取り入れた洗練されたまち

・市外や県外の人々が定期的に訪れたくなるまち ・ネットショッピングいらずの充実したまち

・屋内外楽しめる  ～ＰＬＡＹミヤザキ～                   ・宮崎Ｌｏｖｅｒを増やす

・食を楽しめるまち～目指せ北海道打破 食と言ったら宮崎～

雇用・就労
・働きたい人がストレスなく働けるまち ・就職先として選ばれるまち

・全ての若者が希望や夢を持って挑戦できるまち ・働く選択肢があふれるまち

総合交通
・車の要らないまち ・交通手段が豊富でどこにでも行けるまち

・観光客が新幹線で来られるまち ・誰でも移動しやすいまち

安心・安全・防災
・心落ち着く防災のまち ・安心して暮らせるまち

・避難先として選ばれるまち ・全市民が安心して暮らせる１つに繋がったまち

共生・多様性
・幸せあふれるまち ・みんなでアゲアゲなまち

・フレンドリーなまち

子ども・子育て
・子どもが伸び伸び育つまち ・子育て先として選ばれるまち

・育ちやすいまち

デジタル ・室内私生活が豊かなまち

健康・医療・福祉 ・健康に暮らせるまち

若者活躍・市民活動 ・どの学生も活躍できるまち
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分野別分類（全151）

４ まとめ P22

◼ 具体的な「こうなってほしい」姿の詳細（若者が実際に書いた“付箋”151枚を分野別に分類）

→班単位でまとめる前の若者個人の意見を９つの分野に分類（次ページに対応表を掲載）。

・班レベルではなく、若者個人（付箋）単位で

集計すると、「若者活躍・市民活動」への意見が

多く挙がっていた状況。



４ まとめ P23

◼ 具体的な「こうなってほしい」姿の詳細（若者が実際に書いた“付箋”を分類）

分野 具体的な「こうなってほしい」まちの姿（若者が実際に書いた“付箋”）

観光・商工・都市魅力
（56）

・様々なジャンルのイベントがある

・テーマパーク・大型商業施設・水族館・動物園が

中心部にある

・ライブを数多く開催している・eスポーツ大会

・海と食以外の特徴や魅力がある

・ランチに行ける店舗が多い

・新婚旅行先NO１

・テーマパークができている

・水族館ができている

・大型スクリーン設置されている

・各地域に魅力がある

・体験型アトラクションがある

・マンゴーを活かした食の発展

・自然を生かす観光地

・夏に涼しく遊べるところがある

・緑が多く空気がきれい

・雨の日に遊べる施設が充実

・「こどものくに」が復活

・様々なイベントが行われている

・宮崎の食が世界に広がっている

・観光客が増加している

・コストコがある（２）

・IKEAがある（２）

・テーマパーク・コストコ・アウトレットモール

・県外からも人気があるまち

・外国人観光客が増加している

・マリンスポーツが充実

・自然が保護されている

・エンタメ要素も多くある

・商店街が活性化している

・農業超大国

・大型ライブ会場がある

・K-POPライブが開催

・シャッター街がない

・国際色が豊か

・景観が整備されている

・九州一の食べ歩き通りがある

・新しい宮崎の食を発見している

・地産品を取扱う飲食店を増やす

・世代別に受ける飲食店がある

・様々なイベントを開催している

・子どもが街中で遊んでいる

・大型商業施設が２つ増えている

・いろいろな店がある

・大型ゲームセンターが復活

・フォレストアドベンチャー

・遊園地がある

・レジャー施設が整備されている

・宮崎のことが好きな人が多い

・食べ物が美味しい

・地域資源が開発されている

・フェスをいっぱい開催

・ライブ会場をつくる

・テーマパークができる

・プロスポーツキャンプは全部宮崎で開催

若者が遊べる場所・

買い物できる場所

に関する意見が多い傾向



４ まとめ P24

◼ 具体的な「こうなってほしい」姿の詳細（若者が実際に書いた“付箋”を分類）

分野 具体的な「こうなってほしい」まちの姿（若者が実際に書いた“付箋”）

総合交通
（21）

・買い物弱者対応

・電車・バスの充実

・駅までアーケードが続いている

・居住域がコンパクト化している

・新幹線が開通（３）

・地下鉄・新幹線が開通

・新幹線・リニアが開通

・交通機関が発達・新幹線開通

・航空便の充実

・新たな移動手段がある

・バス・電車が充実している

・車なしでの生活が可能

・宮崎-四国間の直行便が復活

・公共交通網の発達

・空飛ぶ車

・県外との行き来がしやすい

・交通の便がよくなる（２）

・車がなくても生活できるまち

若者活躍・市民活動
（19）

・大学を中心部に移動

・大学の数をさらに多く

・大学間の交流増えている

・大学間学生団体の組織が充実

・大学図書館の充実

・大学の魅力ＵＰ

・図書館が充実している

・大学周辺がきらきらしてほしい

・国公立大学の学費無料

・若者が多い

・若者が多く住んでいる

・多世代交流が活発

・誰でも参加できるスポーツが盛り上がる

・どこも地域コミュニティだらけ

・やる気のある若者が多い

・やりたいことができるまち

・隣近所の人と仲良しなまち

・人と人とのつながりが強い

・地域イベントが活性化

雇用・就労
（16）

・最低賃金1000円以上

・時給が高い

・給与が高い

・宮崎に住んでやりたい仕事ができる

・都会の企業で働きながら宮崎に住める

・子育てとの両立

・子育てしやすい

・高齢者も程よく働ける

・若者が多い

・就職先が多い

・柔軟な働き方ができる

・洗練されたオフィス街がある

・就職先が多い

・有名企業が宮崎に進出している

・県内で就職できる

・女性が働きやすい

新幹線に関する

意見が多数

大学間の交流等

大学に関する

様々な意見



４ まとめ P25

◼ 具体的な「こうなってほしい」姿の詳細（若者が実際に書いた“付箋”を分類）

分野 具体的な「こうなってほしい」まちの姿（若者が実際に書いた“付箋”）

子ども・子育て
（14）

・子ども医療費を完全無償化

・子育てに関する手当が充実

・教職員の残業ゼロ

・小中学生の学力向上

・校則がゆるゆる

・子育てしやすい

・子どもが遊べる場所が多い

・子育て情報が集約されている

・児童クラブが充実している

・雨の日に遊べる場所がたくさん

・子育て先進地として注目される

・地域で子育てに取り組む

・子どもが多い

・子どもがたくさん遊んでいる

安心・安全・防災
（8）

・火災ゼロのまち

・ねずみがいない

・街がきれいで臭くない

・犯罪が少ない

・災害の被害がないまち

・災害への備えが万全なまち

・津波避難施設の充実

・空き家有効活用

共生・多様性
（７）

・どの世代も住みやすい

・全世代が住みやすい

・外国人が増加

・外国人が住みやすいまち

・LGBTQの方が住みやすいまち

・男女平等なまち

・今のように心優しい人が多い

健康・医療・福祉
（６）

・空飛ぶ救急車

・高齢者健康寿命NO1

・車いす用の駐車増が増えている

・高齢になっても元気な人が多い

・高齢者が参加するイベントが多い

・医者と仲良くなる

デジタル
（４）

・サイバーシティ化

・オンラインで役所手続きが全て完了する

・選挙で自宅からの投票が可能

・生活支援AIが広まっている

世代、人種にかか

わらず住みやすい

まち



４ まとめ P26

◼ 「10年後に実現してほしいこと」・「そのためにできること」（班別）

【分野】経済・産業・都市基盤

班 10年後に実現してほしいこと そのためにできること（誰が/何を）

１班

市民の所得向上

・副業解禁

・高校、大学と官公庁が連携して学生が就職したくなるような企業を

誘致する。

交通インフラと交通マナーの向上
・官民連携して利用者が乗りたくなるような仕組みづくり

・事故防止意識の向上

防災意識の向上
・地域住民と事業者がタイアップして家庭防災の意識を高められるよ

うなイベントを行う。

農業の活性化
・宮崎県産の食べ物が帰るアンテナショップ増加

・民間事業者の技術を活用した（IT技術）新しい農業の促進

人が飽きないようなまち ・官民連携して観光施設の魅力を発信していく。

２班

みんなが楽しめる場所が増えている ・みんなが連携して楽しいイベントを企画する。

みんなが楽しく働けるまちになっている ・企業が労働条件をより良くする。

IT化・デジタル化が進んだまちになっている ・市役所と企業が連携してデジタル化の支援をする。



４ まとめ P27

◼ 「10年後に実現してほしいこと」・「そのためにできること」（班別）

【分野】福祉・医療・共生社会

班 10年後に実現してほしいこと そのためにできること（誰が/何を）

３班

医療難民０（ゼロ）
・市役所と病院が連携してオンラインサービス（予約、診察、配達）

を構築する。

ひとりぼっち０（ゼロ）
・市役所が地域住民のコミュニティへ場（太極拳等）を提供し地域住

民が積極的に交流する。

老後の移動困難０（ゼロ） ・市役所や店舗が道路や駐車場のバリアフリー化を進める。

住みにくさ０（ゼロ）
・各種団体が協力して外国人や障がいのある方が地元の人たちと交流

できるイベントを実施する。

４班

外国の方にもやさしいまちになっている ・行政がやさしい日本語を活用する相談窓口の設置

多様な価値観が尊重され自分らしく生活できる ・産学官が連携して女性の活躍の場がつくられている。

どの地域でも適切な医療が受けられる ・民間による新しい医療施設の設置や新しい医療サービスの提供

誰一人取り残さない
・多世代による支え合い、助け合い

・産学官でバリアフリーなまちづくりが行われている。



４ まとめ P28

◼ 「10年後に実現してほしいこと」・「そのためにできること」（分野・班別）

【分野】子育て・教育・環境

班 10年後に実現してほしいこと そのためにできること（誰が/何を）

５班

人もお金も医療も困らないまち ・地域の人が相互に助け合うコミュニティの形成

みんなが学べて多様な進路のあるまち ・企業と大学が連携して多様な学びができるまち

伸び伸び育てるクリーンなまち
・若者が地域の見守り活動に活発に参加する。

・みんなが楽しく参加できる清掃活動（スポGOMI）を開催する。

６班

経済的に安定して子育てできる ・行政が制度を充実させる。

子どもたちが遊べる場所がある ・市と民間企業が連携して遊べる場所をつくる。

子どもたちが楽しく自由に学び生きられる
・学校・地域が、子どもと大人がたくさん関われる場所や学べる場所

を提供する。

・週休３日制を導入する。

ごみがゼロで排気ガスが少なくて空気がきれい ・行政、地域、企業が協力してできることからコツコツとする。
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４ まとめ P29

◼ 各分野ごとの「10年後に実現してほしいこと」（詳細※）※若者が実際に書いた“付箋”164枚を分野別に分類

→班単位でまとめる前の若者個人の意見を12分野に分類。

【分野】経済・産業・都市基盤 福祉・医療・共生社会 子育て・教育・環境



４ まとめ P30

◼ 各分野ごとの「10年後に実現してほしいこと」（詳細）

【分野１】経済・産業・都市基盤

分野 具体的な「10年後に実現してほしいこと」

雇用・就労
（24）

・誰でも挑戦しやすいまち

・若者が住みやすい街（就職）

・就職したいと思ってもらえる

・県外の入学から宮崎市への就職者数1.5倍

・Uターン・Iターンの増加

・新卒取って

・ワークライフバランスが整っている

・東京と変わらないレベルの平均年収になっている

・最低賃金があがる（２）

・時給・最低賃金1,500円（３）

・最低賃金1,000円

・残業代が出ない?

・大きな企業の誘致（２）

・大企業の支店ができる

・企業支援充実

・会社員・公務員の副業を解禁（規制緩和）

・高齢者雇用

・新規就農者数の増加

・農業人口増・若年層の増

・宮崎で有名人が農業を始めることで、宮崎で農業を始

める人が増加

観光・商工・都市魅力
（24）

・観光地の整備

・新しい観光スポット

・自然・グルメ以外の観光スポット

（例：遊園地、水族館）

・安定した外国人観光客誘致

・観光施設の効率的な広報連携

・全部のスポーツの日本代表は宮崎でキャンプ

・宮崎県産の食べ物が買えるアンテナショップの増加

・まちなかイベント増加

・商店街の活性化（シャッター街がなくなる）

・空き家を使って宮崎が活性化している

・倉庫型ショッピング施設をオープン

・フェス（大型）やってほしい

・チキン南蛮を超える「宮崎と言えば」の食べ物の誕生

・遊びにいける場所の増加

・廃墟地を遊ぶ場にする（地域）

・公共施設（図書館・公園）の整備

・花や緑がきれいな道路

・ふるさと納税日本一

・公民連携

・コスパのいい農業

・宮崎ブランド農作物海外へアピール

・新しい農業・IT・大規模・法人化

・水害等で被害を受けた農家サポート

・卵・野菜等の物価高による振り上げ不振の改善

最低賃金に関する意見多数



４ まとめ P31

◼ 各分野ごとの「10年後に実現してほしいこと」（詳細）

【分野１】経済・産業・都市基盤

分野 具体的な「10年後に実現してほしいこと」

安心・安全・防災
（12）

・事件や事故が少ないまちNO.1

・暗すぎる道をなくす

・小学生（特に低学年）が安全に通学できる

・ドラレコ取付費用の補助金を交付

・交通安全（一時停止強化）

・歩行者が横断歩道以外通らないよう注意

・ナイフ等による傷害・殺人がたまにある→職質

・防災意識の高いまち

・自主防災組織を増やす

・防災に強い意義のある自治会活動を促進する

・家庭防災の意識を高めるようなイベントを行う

・災害被害にあいやすい古い家をどうにかする

総合交通
（７）

・公共交通機関利便性向上

・交通の便をよくする

・交通渋滞の改善

・交通インフラを整えて生活しやすい街を目指す

（路線バスの再編）

・電車・バスの本数が増える（企業への補助）

・自転車利用者のための整備（レーン）

・新幹線・地下鉄

デジタル
（３）

・企業のITデジタル化支援

・スマートシティIT基盤整備

・どこでもWi－Fi



４ まとめ P32

◼ 各分野ごとの「10年後に実現してほしいこと」（詳細）

【分野２】福祉・医療・共生社会

分野 具体的な「10年後に実現してほしいこと」

健康・医療・福祉
（26）

・脱！肥満率上位

・健康な人が多くなる仕組みづくり

・病院まとめHPとかあると良い・・？

（何科とかわからない！！）

・地域特性にあった医療機関の設置

・医療費がもっと安くなってほしい

・専門的な医療を受けれるまち

・土日や夜間も病院を受診しやすい

・自宅で診察を受けられる・薬を届ける

・医療費無料！

・いろんな人が病院を受診しやすい

・全ての病院でTelとかネット予約できるといいなぁ・・

・健診とか病院とか、迎えに来て欲しい・・

・自宅に薬を届けてくれるサービス欲しい！！

・最後まで自宅で生活できるまち

・自宅介護者への支援の推進

・高齢者が生活しやすい環境

・高齢者が安心して暮らせる

・高齢者をひとりにしないまち

・１人暮らしの高齢者を一人にしない

・地域でお年寄りへの声掛けや見守りが行われるまち

・高齢者が長く健康で入れるよう運動ができる施設があ

るまち

・老後に困らないまちづくり

・老後ひとりはさみしいので、だれかと一緒にすみた

い・・・（シェアハウス的な）

・バリアフリーな場所が多いまち

・車椅子の方専用駐車場を増やす

・ガタガタした道をきれいにしてほしい

共生・多様性
（12）

・外国人にもやさしいまち（３）

・外国人が住みやすいまち

・外国人がひとりで困らないまち

・外国人も働きやすいまち

・外国人と交流できるイベントを増やす

・性別にかかわらず活躍できる

・LGBTQの方々も住みやすい

・障がいの方でも気楽に働ける

・女性が活躍できる場が増えてほしい

・多世代で助け合えるまち

若者活躍・市民活動
（５）

・自分の可能性を広げられるまち

・若い世代が積極的に地域づくりを行う

・地域の中のコミュニケーション

・地域の交流がたくさんある

・街中太極拳のあるまち

高齢社会を見据えた

まちづくり

外国人関連が多数

若い世代による地域づくり



４ まとめ P33

◼ 各分野ごとの「10年後に実現してほしいこと」（詳細）

【分野３】子育て・教育・環境

分野 具体的な「10年後に実現してほしいこと」

子ども・子育て
（27）

・子育てに必要な金銭的な支援が充実している（３）

・子育てに一番お金がかからない自治体

・出産一時金200万円

・保育園の無料化

・出生率の向上

・出産しやすいまち

・子どもを産み育てやすい

・保育園等に困らない

・職場の中に子育て支援（あずかり）してくれる施設

・どんな時でも子供を安心して預けられる場所がある

・子どもを一時的にあずける施設

・放課後等デイサービス拡充

・子どもとのびのび遊べる場所が多い（２）

・安全な子どもの遊び場がある

・子どもが遊べる場所（公園・遊園地）

・子どもたちが自然で遊べる

・職業体験施設

・子どもが外で遊んでいるのが目に見える

・子どもが大人とたくさん関わることができる

・地域で子どもを育てる

・男性でも子育てに関わりやすい社会環境があること

・男性の育休取得率が高い

・1人親世帯支援

・子どもの自殺率の低下

教育
（13）

・高校まで無償化（２）

・給食費無償化

・大学の教科書代補助

・進学先が多い

・進学だけでなく就職に向けた教育

・様々な分野の大学がある

・英語ができる人が多い

・本にたくさん触れられるまち

・宮崎について学べるまち

・不登校の児童・生徒へのサポート

・子どもがのびのび暮らせる・過ごせる校則

・先生が過ごしやすい

環境
（10）

・空気がきれい

・再生可能エネ導入

・eco家電購入が促進できる制度

・EV車の充電ステーション増設

・建物上太陽光パネル

・建物緑化

・街・海のごみを無くす

・ゴミが荒らされない環境になること

・ゴミが散らからないような対策

・ゴミ回収ネットではなくBOX

その他
（１）

・アパートの間取りの多様化

金銭的な支援のほか、

子どもが遊べる場所に関する

意見が多数
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